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Ⅰ新技術の解説

１要旨

 原蚕種「小石丸」は、現在用いられている一般蚕品種と比べて生産性は低いが、その織物は風合い
や色沢が極めて優れている。 
 すでに当品種を用いた繭生産から生糸製造、製織加工までの一連の技術体系を普及に移したが、
当繭生産技術における人工飼料は高価な原蚕種用飼料を用いているため、低価格で入手しやすい
一般蚕品種用人工飼料に適合する系統の選抜を行い、それに適応する人工飼料育技術を開発した。

(1) 適用する人工飼料は、群馬県稚蚕人工飼料センター製「くわのはな」として、齢期に応じた飼料
によって取り扱う。

(2) (1)に適合する１～３齢人工飼料育技術体系を別表に示した。

２ 期待される効果

(1) 広く普及している一般蚕品種用人工飼料を取り扱うことで、低コストかつ安定した小石丸繭の生
産が可能となる。

(2) 飼料コストは、従来の50％程度である。

３ 適用範囲

福島県絹ブランドの確立を目指す「小石丸」飼育農家

４ 普及上の留意点

 本技術の小石丸の蚕種は、一般蚕品種用人工飼料によって選抜した系統であり、この形質系統を
維持する必要がある。 
 蚕種および１～３齢人工飼料育技術以外については、従来の小石丸繭生産・生糸繰製・製織製品
化技術を適用する。
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